
２024年 1月 4日 

ききょう保育園 

新年、明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

2023年は、みなさまにとってどんな年でしたか。2023年 5月 8日より、新型

コロナウイルス感染症の位置づけが、2類相当から「5類感染症」になりました。

保育園として大きく変わったことは、濃厚接触者の特定が無くなり、イベントの開催

についても制限が無くなったことです。同時に、独自に行っていた園舎内への入館

制限も終了しました。登降園の際に、家族が自由に保育室を覗くことができ、園で

のお子さんのようすを少しでも見ることができたり、お子さんと一緒に過ごす友だ

ちとも挨拶を交わしたりする日常が戻ってきたことに喜びを感じました。 

 

2024年を迎えました。「桔梗の保育は常に〝今〟に視点をあてて考え、時代とと

もに変化していくものです」というのは、山田静子理事長のことばです。法人の基本理念の第一に長らく掲げ

てきた「子どもの人権を尊重する」の一文は、2024年度より「すべての人々の人権を尊重する」に変わりま

す。ききょう保育園では「子どもの人権尊

重」は、当然のことと捉えたうえで、子ど

もだけでなく、親御さんも、地域の方々も、

職員もすべての人々に人権があるという

基本を理念に据えます。考え方や価値観

が違っていても、お互いを尊重し、認め合

い、家庭の延長線上にある「昼間の大き

なおうち」で子どもたちがのびのびと過

ごすことができるよう、環境の充実を図っ

ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

１月１日に発生した能登半島地震により、亡くなられた方々には心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

また、被災されたみなさまには、心よりお見舞い申し上げます。 

1月の予定 

10日（水） 新年あけましておめでとう集会 

  太鼓の叩き初め 

11日（木） 身体測定 

12日（金） ひなた村陶芸教室②（5歳児） 

16日（火） 避難訓練 

19日（金） 小山田緑地遠足（5歳児） 

  予備日 26日（金） 

３０日（火） ツクイ訪問（5歳児） 

３１日（水） 誕生会会食 

 

※１５日（月）～２７日（土）、２９日（月）～２月１０日（土）

保育実習生、１６日（火）～１８日（木）中学生職場体験３

名がそれぞれ保育に入ります。 



1月の予定 

新年あけましておめでとう集会 10日 

全園児が集い、新年のあいさつをします。そして、新年のお祝いに太鼓の叩き初めをします。職員が太鼓を叩い

た後は、子どもたち一人ひとりが太鼓を叩きます。0～4 歳児は自由に、5 歳児のききょう組は「八丈島太鼓」に挑

戦します。 

 

ひなた村陶芸教室②（５歳児） １２日 

 12月、1回目の陶芸教室で、器と皿を作りました。ひなた村の方に素焼きをしていただき、今回は釉薬をかけま

す。焼くと色が変わるため、どのように仕上がるかは焼いてからのお楽しみです。 

 

小山田緑地遠足（5歳児） 19日 

  バスを利用して小野神社前まで行き、そこからたくさん歩いて小山田緑地へ行きます。広々とした場所で、凧揚

げをすることが目的です。みんなの凧が元気に揚がりますように。 

 

12月の保育園 

荒馬座公演 １２月 2日（土） 

鶴川市民センターのホールにて、民族歌舞団「荒馬座」による公演と小学生太鼓と職員太鼓を行いました。地

域の方、小学生の保護者、一般の方も一緒に参加しました。小学生太鼓は卒園生中心に月に 1 回集まり、「八丈

島太鼓」の練習をしてきました。上級生にリードしてもらい、元気な太鼓を発表することができました。職員は、荒馬

座の座員さん指導の下「ぶち合わせ太鼓」を叩きました。昨年度とは違った叩き方に挑戦しました。 

荒馬座公演では、獅子舞、荒馬踊り、ソーラン節、ぶち合わせ太鼓。目の前で色鮮やかな衣装で踊る姿を見たり、

歌や和太鼓の響きを全身で感じたりすることができました。5歳児はソーラン節で舞台に上がる経験もしました。 

 

鶴川中央公園冒険あそび場「つるぼう」にて焚火 １２月１４日（木） 

冒険あそび場は、公園の一部を利用して「自分の責任で自由に遊ぶ」ことで、冒険・挑戦・体験を全身で体感

できる子どもの遊び場です。木登りや穴を掘っての泥遊び、基地づくりなど、その場の環境を活かして自由に遊び

を考え、楽しむことができます。常駐するプレーリーダーが、子どもの「やってみたい！」を後押しし、また、大きな危

険が及ばないよう見守ってくれます。子どもたちは焚き火用に小枝を集めてきて燃やしたり、焦げないようにマシュ

マロを焼いて食べたりしました。ビー玉を鍋に入れて熱した後、水の中に入れることで、きれいなヒビが入ります。光

を当てて、キラキラ輝くのを楽しんでいました。 



もちつき 12月 22日（金） 

子どもたちはもちつきの見学をしながら、蒸したてのもち米を一口ずつ試食しました。5 歳児のききょう組は、子

ども用の杵を持ってもちつきをしました。今年も園の環境整備に来てくださっているボランティアさんがお手伝いを

してくださいました。「もちつき」は日本の伝統文化として大切にしたい行事です。年末に臼と杵を使ってもちをつい

て鏡餅を作り、新年に「幸せな年になりますように」と願いを込めて飾ります。食育の意味も込めて、もち米をこねて、

何度もつくことでおもちができていく所を見て欲しいと思っています。 

近年、「もちつき」はこの行事による食中毒発生や窒息事故の原因と

して、リスクの大きい行事であるため、保育現場から無くなっていく傾向

にあります。ききょう保育園では、文化の継承として、これからも続けてい

きたいと考えています。その為には衛生・安全管理は欠かせません。臼と

杵でついたお餅は鏡餅にして、当日食べるお餅はすべて機械で作ったも

のにし、食べるときには通常の食事以上に気をつけて提供しています。 

 

幼児パーティー 12月 26日（火） 

   

3・4・5歳児が混ざったグループでのうたや合奏と 5歳児の劇「てぶくろ」でした。

普段は物静かな子が、みんなの前へ出て思い切りおどりを踊っている場面もありま

した。5 歳児に頼りながら緊張気味に合奏をした子もいました。パーティーの終わり

はお待ちかねのお菓子タイム。5歳児がプログラムを相談して決めるのですが、やは

り今年もお菓子タイムが入っていました。ジュースで「かんぱーい」と乾杯してから食

べはじめるグループもありました。 

 

１２月２７日（水） お楽しみ会 ペープサート「てぶくろ」  

         1歳児 自分の着替えをかごから取る↑  



↑1歳児 外あそびを終えて帽子や靴の片付け                      4歳児「はだし、気持ちいいよ」↑ 

 

お知らせ 

◆ 第１１回新春こども絵画展のお知らせ 

町田市文化・国際交流財団が主催する絵画展に、ききょう組の子どもたちの「獅子の絵」を展示しています。

「鶴川で育った子どもたちの豊かな成長を、絵画を通じて来館者のみなさまに感じていただくことで、鶴川地域の

保育園、並びに鶴川という地域の持つエネルギーを PRする」という趣旨で行われています。 

場所：和光大学ポプリホール鶴川 3階展示スペース 

期間：２０２３年１２月１５日(金)～２０２４年１月１５日(月) AM9:00～PM5:00 

   

◆ 見守りカメラを設置いたしました 

従来から設置されている防犯カメラに加えて、保育室内に見守りカメラを設置いたしました。職員が見ていな

いところで起きたケガの状況確認、不慮の事故が起きた際の検証、保育の質向上などが目的です。 

 

◆ 次年度の行事について 

熱中症対策として、大幅な時期変更を予定しています。 

・ 夏まつり 例年 7 月   ⇒秋まつりに名称変更し、9 月 2 週目頃に変更 

・ げんき広場 例年 10 月 1 週目  ⇒11月 1週目頃に変更 

・ ふれあい動物園 例年 11 月   ⇒4 月に変更 ※げんき広場が 11月になるため 

※ 日程が確定しましたら改めてお知らせします。 

 

◆ 次年度より手書きの連絡ノートを廃止し、webにて共有できるように変更いたします。 

手書きの連絡ノート廃止の意向について、昨年度、園だよりで触れさせていただきました。「手書きのやりとりが

なくなるのはちょっぴりさみしい」「保育者の業務省力になるのなら賛成」「保護者としても楽になる」などのコメン

トをいただきました。それぞれのお考えがあることを踏まえつつ、4 月より変更することといたしました。保育業務の

ICT 化によって業務の効率化を図り、保育者がゆとりを持って保育し、保育の質の確保と向上に結びつけたいと

考えています。 

当園で利用している保育支援システム「はぐくむ保育」にて、保護者のみなさまがはぐくむ保育 WEB 連携サ

イトの保護者専用ページにアクセスいただくことで、保育園と連絡帳のやりとり、園へのお休みの連絡、園からのお

知らせの確認などができるようになります。専用ページへは QR コードを読み取ることで簡単にアクセスできます。

詳細は年度末の懇談会にてご説明させていただきます。 


